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21   ⽇間賀島−師崎層群 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
⽇間賀島は，知多半島南端から 3 ㎞ほど東に位置する南知多町の島で，三河湾国定公園に含まれて
います。全島に師崎層群最下部の⽇間賀層が分布しています。以前は島の南岸に沿って凝灰質な砂

岩と泥岩の互層が⾒られる露頭が続い
ていましたが，コンクリートや板で覆わ
れ，南岸の露頭は観察しにくくなってい
ます。 

 
 

⽇間賀
ひ ま か

島
じま

の中下部は主に凝灰質の細-粗粒砂岩と凝灰質砂岩・凝灰質泥岩の互層，上部は凝灰質泥岩と凝灰岩あ
るいは凝灰質砂岩の互層からなっています。⾛向は N40〜80°E で北傾斜を⽰しており，⻄に⾏くほど上位の地
層が⾒られます。現在，観察しやすいのは島の東端と⻄港南および北港付近です。島の東端付近は凝灰質な砂岩
泥岩互層で，スランプ構造や断層も⾒られます。⻄港付近では厚い凝灰質砂岩が⾒られ，粗粒砂岩からは Macoma-
Lucinoma 群集に含められる⾙類化⽯が報告されています（SHIBATA，1977）。Macoma はニッコウガイ科，
Lucinoma はツキガイ科の⼆枚⾙です。この付近以外では化⽯の産出はあまり多くありません。⾙化⽯などから
堆積した海の深さは 200ｍ程度と推測されています（SHIKAMA ＆ KASE，1976 や SHIBATA，1977）。産出化
⽯は杉浦（1972）などに詳しく紹介されています。北港付近では層厚が約 1.5m の軽⽯質凝灰岩の露頭が⾒られ
ます。この地層が下位の地層を侵⾷していることから，
この⽕⼭灰は降下⽕⼭灰ではなく海底を流下して堆積
したものと考えられています。軽⽯質凝灰岩から，そ
の年代は 1790〜1700 万年前頃と知られ，⽕⼭灰が噴
出した時代に近い値と考えられています。炭化⽊を含
んでいることから，陸上の⽕⼭噴出物が起源で，師崎
層群の軽⽯質凝灰岩は，瑞浪層群明世層狭間部層（約
1780 万年前）の⽕⼭砕屑物が海底を流下して堆積した
と考えられています（古川ほか，2023）。 

 図 2 ⽇間賀島地形図（地理院地図から作成） 

    図 1 ⽇間賀島東端の露頭シルト岩砂岩互層 

   図 3 東部で⾒られるスランプ構造や断層→
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  図 4  東端付近のシルトや凝灰岩            図 5 図 4 地点で採取した⾵化した⽕⼭灰？ 
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図 8 ⻄港付近 厚い凝灰質砂岩層            図 9 1973 年当時の南岸の様⼦（右端は⽵原平⼀先⽣） 
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※ ⽇間賀島へは師崎港から⾼速船が出ています。 
                                       【村松憲⼀】 


